
講義科目名称：

英文科目名称：

ナンバリング： N-15-06-D

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分

担当教員

日本語表現演習

後期 1年 1単位 選択

土居裕美子(ydoi@@tcn.ac.jp)

演習 30時間 15時間 基礎分野【コミュニケーション
スキル】

添付ファイル

授業形態 授業時間数 授業時間外学習時間数 科目区分

2025年度

特記事項

□看護師資格必修
□保健師資格必修
□養護教諭二種免許必修
□看護師資格選択必修
□保健師資格選択必修
□養護教諭二種免許選択必修

資格選択区分

■広い視野と人を思いやる豊かな人間性をはぐくみ、人生の問題や課題に誠実に向き合う力
□高い倫理性と堅固な使命感をもって生き抜き、人に寄り添う力
□専門的な基礎知識と論理的思考にもとづいて看護実践する力
□チームワークを重んじ、創造的に多職種と連携・協働する力
□病院から地域・在宅へと療養の場が移るなかで、地域で暮らす人びとの健康と生活を支え、地
域とともに歩む力

ディプロマポリシーとの関連性

●あり
○なし

アクティブ・ラーニング

○担当している
●担当していない

実務経験のある教員による授業科目の配置

実務経験を授業科目にどのように活かしているか

●受入可
○受入否

科目等履修生ほか受入（受入可能人数）

5名
受入可能人数

授業の概要 １年次前期の「スタディスキル」および「アカデミック・ライティング」で行った内容を発展させ、口頭表現
と文章表現のさらなる技能向上を目指す。毎時間複数の課題（「見る課題」「聞く課題」「読む課題」）に取
り組み、ディスカッションやグループワークを通して他者と対話的に学びを深めながら、説明やプレゼンテー
ション、質問や意見交換などの口頭表現の基礎から応用に至る力、論理的思考力・表現力・読解力を鍛えてい
く。

到達目標 ・他者の意見や意図を的確に理解することができる。
・自分の意見や考えを、読み手（聞き手）の立場に立って表現することができる。
・他者との対話を通して、自身の考えを深め、広い視野と人を思いやる豊かな人間性をはぐくみ、互いに高め
合う態度をもつことができる。

授業計画 回 授業内容 授業方法 自己学修課題(予習・復習) 取組時間 担当者
１ オリエンテーション

授業概要・到達目標・評価基
準
授業の進め方についての説明

講義
演習

【予習】自身のこれまでの「表
現」との関わりを振り返る
【復習】本講義の概要と到達目標
を自身に関連付けて理解する

1時間 土居

２ 対話的に文章理解を深める
基礎（１）
読み取り方のポイント

演習 【復習】授業で取り上げた課題に
ついて要約する
【予習・復習】日本語力小テスト

1時間 土居

３ 対話的に文章理解を深める
基礎（２）
主張の理解・話題の理解

演習 【復習】授業で取り上げた課題に
ついて、自身の知識・経験と関連
付ける
【予習・復習】日本語力小テスト

1時間 土居



４ 対話的に文章理解を深める
基礎（３）
知識・経験との関連付け

演習 【復習】授業で取り上げた課題に
ついて、8000字程度の文章を書く
【予習・復習】日本語力小テスト

1時間 土居

５ 対話的に文章理解を深める
基礎（４）
課題の評価・振り返り

演習 【復習】授業での他者の意見を反
映して文章を修正する
【予習・復習】日本語力小テスト

1時間 土居

６ 意見文を書く（１）
知識との関連付け

演習 【予習】配付された課題につい
て、意見文の骨子を作成する
【復習】他者のアドバイスを受け
て、自身の意見文を修正する
【予習・復習】日本語力小テスト

1時間 土居

７ 意見文を書く（２）
自己との関連付け

演習 【復習】課題についての意見文を
800字程度にまとめる
【予習・復習】日本語力小テスト

1時間 土居

８ 意見文を書く（３）
論理的に表現する

演習 【復習】他者のアドバイスを受け
て修正し完成させる
【予習・復習】日本語力小テスト

1時間 土居

９ CHA3プログラム（中学生・地
域の方との対話）研修

演習 【予習・復習】日本語小テスト
【復習】研修で学んだことを振り
返る

1時間 土居

10 【学外授業】CHA3プログラム
（中学生・地域の方との対
話）実践

演習 【予習・復習】日本語小テスト
【復習】実践を振り返る

1時間 土居

11 対話的に表現する（１）
自身の意見を表現する

演習 【予習】配付された文章を要約
し、関連付ける
【予習・復習】日本語小テスト

1時間 土居

12 対話的に表現する（２）
他者の意見を受容する

演習 【予習】配付された文章を要約
し、関連付ける
【予習・復習】日本語小テスト

1時間 土居

13 対話的に表現する（３）
要約から意見文を作成する

演習 【予習】配付された文章を要約
し、関連付ける
【予習・復習】日本語小テスト

1時間 土居

14 対話的に表現する（４）
意見文を共有する

演習 【予習】配付された文章に対する
意見を構成する
【復習】他者からの意見を参考に
完成させる

1時間 土居

15 まとめと振り返り 講義
演習

【復習】到達目標への到達度を自
己評価し、次年度に向けての学び
の目標を立てる

1時間 土居

先行履修科目 スタディスキル、アカデミック・ライティングを履修し、単位を取得していることが望ましい。

テキスト テキストは特に指定せず、ハンドアウトを配付する。

参考文献 必要に応じて授業中に紹介する。

評価方法 小テスト30％、提出物70％

課題（試験やレ
ポート等）に対す
るフィードバック
の方法

提出物に関しては、クラス全体でシェアし、コメントをしたうえでフィードバックする。

備考 対話を重視した演習を展開します。クラス全体で論理的思考力を高め、互いに良い点を発見しながら、それぞ
れの表現スタイルを身につけていきましょう。
市内中学校に出向いて中学生や地域の方と対話するトークプログラムを実施予定です。


